
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年で23年目を迎えた地域協働合校事業は、 

大人と子どもの協働による地域学習社会の構築を 

目指してきました。この事業を今後、さらに充実し 

たものするためには、学びの場を学校内だけに閉じ 

ず、地域との連携を強化して、学習の課題を身近な 

地域に求め、豊かな学びの成果を地域に還元する 

循環型システムの構築が重要です。（右図参照） 

これまでの活動も大切にしつつ、学校教育と社会 

教育の区分を超え、子どもたちが「社会をよりよく 

変えていける」と実感できるような課題解決型の活動 

を推進し、地域社会の希望となる子どもの育成とともに、地域の活性化を目指したていきたいと

いと考えます。 

                         

市内小中学校では、総合的な学習の時間 

や教科等を関連付けながら、地域住民の支

援により体験的な学習の場を創出しています。例えば、小学5年生の社会科「私たちの食生活を

支える食糧生産」では、稲作体験を実施している小学校があります。校内や校区内、または JA                    

の畑を借りて、田植えから稲刈りまでの生 

産活動を体験しています。 

しかし、8月末から発令された緊急事態宣 

言により、学校外の教育活動が制限され、 

地域住民の協力を得ながらの稲刈り体験 

ができない状況となりましたが、地域コー 

ディネーターを中心に稲刈りの様子や方 

法を、写真や吹き出しを用いた資料にまと 

め、教育活動で活用できるように作成いた 

だきました。 
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